
御前相撲 

令和元年の神明神社での相撲大会は９月 15日に行われた。現在は昭和 29年（１９５３）

の市制施行を記念した市民体育大会、最初の国体開催の翌年に始まった勝山市地区対抗相

撲が合わせて開催されている。この相撲の起源は御前相撲に始まる。享保 14年（1729）８

月 15 日、「神明角力之節入道様（小笠原信辰）山田団之丞屋敷ニ御見物」と史料に見られ

る。史料上では左義長より古い歴史がある。 

神明社は勝山町の惣社として長い伝統を持ち、祭礼日は旧暦８月 14～15日だった。相撲

は興業として行われるのではなく「湯の花相撲」として、神明社への奉納相撲として行われ

てきた。一方、小笠原家の鎮守である八幡社でも同日に相撲が行われていたが、怪我人が多

いとの理由で、天明期（1781～89）の末以降は神明社でのみ行われるようになる。また、

八幡社の祭礼日と神明社の祭礼日が重なっていたため、文化 11 年（1814）以降は 17～18

日に固定された。相撲は 18日に行われ藩主直々に観覧されたことから御前相撲と称される

ようになった。 

御前相撲は明治以降も続けられ昭和 18年に戦争激化で一旦中止となり、戦後再度復活し

たが出場者が少なくなったため 43 年に中止された。ところで戦時下の昭和 17 年体力増強

の意味もあり、勝山町主催の町内対抗相撲が開かれるようになった。こうした伝統を踏まえ

て市体協を中心に 44年から形を変えて神明相撲が復興されたのである。 


